
ボディ  ：  アッシュ 
ネック  ：  メイプル 
指板  ：  ローズウッド 
フレット数  ： 23フレット（0フレットを含む） 
ネックスケール  ： 25.5インチ（ 647.7mm ) 
全長  ：  755mm　(突起部含む）重さ　： 約2.5ｋｇ
アジャスタブルトラスロッド  ：  スポークホイルナットタイプ 
ピックアップ   ：   シングル×3　
ブリッジ   ：   ゴトーGE-103B
コントロール   ：   1ボリューム、1トーン、5 wayトグルセレクタ 
フィニッシュ   ：   つや消しブラック 
デタッチャブルチューナー   ：   SGTオリジナル（PAT. PEND.2012-157323) 
ピックガード   ：   各種

PD150220



袋ナット

弦高調整用丸ナット

低　　　    高



弦の交換

テールピースＡの化粧ボルトの頭の中心点を
テールピースＡのエッジに合わせます。
（交換する弦の化粧ボルトをテールピースＡの
エッジラインに合わせます。交換しない弦は
エッジラインに合わせる必要はありません）

1

弦をファインチューニングノブ側から挿入し
ます。（この時、テールピースＡは本体ボディ
からはずして弦を装着して構いません）

2

テールピースＡに交換弦全てを挿入したら、
 テールピースＢに装着し、テールピースＢを
パラレルライン3(PL3) 辺りに合わせます。0

3

ヘッドの穴に弦を通します。
（この時、ヘッドはネックから取り外しておいたほうが作業がやりやすいです）

4

ヘッドをネックに装着します。

注１）弦は決して重ね巻きしボルトで締めないでください。弦が切れやすくなります（特に１ ‒ ３弦）

注２）弦はボルトに対してはＵ字巻きつけとし、少し長めに切ってボルト間にラジオペンチかマイナス

            ドライバのようなもので処理しましょう。（弦の切り口がヘッドの外側に出ていると手で触った時に

            怪我をする場合がありますので、弦の切り口はきちんと処理しておきます）

注３）ヘッドのボルトを六角レンチで締める場合、弦のテンションはたるまない程度に軽く張った状態で

           六角レンチを回し固定してください。

　　

  

  

5

太い弦から順に弦をヘッドの固定ボルトに巻きつけ固定します。この時ボルトには上から
スプリングワッシャと平ワッシャがあります
が、弦はボルトの頭とスプリングワッシャの
間に入れてください。

6

7 最後に化粧ボルトを指で軽くそれぞれ締めておきます。　

注4)　化粧ボルトは弦ユニットを本体からはずした時に弦が抜けないように固定するためのボルトです

　　　から工具などできつく締めたりしないでください。

弦　　　　　　　　　　
スプリングワッシャー　　　　　　　　　　
平ワッシャー　　　　　　　　　　

弦が重なるのは X　　　　　　　　　　

弦をボルト間に入れる　　　　　　　　弦が外側にはみ出し危険　　　　　　　　　

弦を重ねない　　　　　　　　　

化粧ボルトｘ６

このラインに合わせる

テールピース A

（エッジライン）



（ハードケース付、ピックガードはブラックパールⅠ）

SGT-3DPEGLTB01

オプション

オーダーNO.SGT-3DPEGL 11CH/CS

L

（SGT-3DPEGL シリーズ用テンションバー）

ヘッドノブを回し、ヘッドをはずし、次にテールピースＡをはずします。
これで弦ユニットは完全に分離されます。

２個のマスターノブを回しＰＬ２からＰＬ３あたりまでゆるめます。

化粧ボルト（テールピースＡの弦固定ボルト）を反時計方向に数回回し、弦が引き抜きやす
いようにしておきます。
弦を他に利用しない場合は、真ん中辺りでニッパー
により弦を切断します。
テールピースＡの側の弦を抜きます。(右の写真)
ヘッド側の弦を六角レンチでゆるめて取り外します。

次にネックジョイントボルト2個をゆるめてネックをボディからはずします。
以上で3分割されました。

４

3

4
5

弊社に
グリスを要求してください。即、お送り致しますのでオスねじ側に塗布してご使用くだ

導電性特殊
に

さい。

SGT-3DPEGL

SGT-3DPEGL



5

テンションバーが装着してある場合、2本のボルトをゆるめてテンションバーをはずします。



５－6．テンションバーを装着する場合はここでテンションバーを2本のボルトで締めて装着します。



５－6．テンションバーを装着する場合はここでテンションバーを2本のボルトで締めて装着します。



5

テンションバーが装着してある場合、2本のボルトをゆるめてテンションバーをはずします。
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